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（23） 新 田 開 発 ― Ⅱ ― 武蔵野台地開発と村落の様相

「古新田」・「新田」 一 （「北多摩郡誌」大正元年発行）江戸時代の新田開発は、一般的

には明暦年間（ １ ６ ５ ５年頃）から享保年間（ １ ７ ２ ０年頃）までに開墾されたのを「古

新田」、それ以後の元文年間（１７４０年頃）までの開墾は単に「新田」とされている。市

域もこの時期、南端の低湿地一段丘面一武蔵野台地へと時代を追って開発を進めていった。

○ 変わった名前のバス停－モリタウン北側の通りに「古新田」、諏訪松中通りの「南享保」

のバス停は、かつての大神村の字名で、盛んに行われた「新田開発」を物語っています。

近世市域九ヵ村の村高の変化をみてみると、 正保・元禄・天保の

三時期における石高（こ＜だか）を比較すると右表のようになる。 正

保から天保に至る間の増石は１３１０石 ３斗 ５升 ４合で、 約 １．７４

倍の増加である。 そのうち、 ９３８石６斗１升３合が元禄期までの

増加であり、増石分の７１．６％を占めている。それに対し、元禄以

降の増加は比率にして２７８．４％にすぎない。 また、 村別の石高の変

化をみると、増加の著（いちじる）しいのは、 市域の西部の拝島・田中

・ 大神・上川原四ヵ村と中神村で、 それ以外の、 東にある宮沢・築

地・福島・郷地の村ではほとんど微増に過ぎす、正保期以前に開発

が完了していたと思われます。

農業にとつて耕作地と同様に欠かすことができないものが「山」（雑木等の自然林）と

「水」（農業用水等） です。市域の北部には承応２年（１６５３）通水（＊「上水記」に

よる）の「玉川上水」が江戸の飲料水を確保するために開削（かいさ＜）されたものですが、

その分水により、砂川村分水（明暦５年（ １ ６ ５７ ）開削）や柴崎村分水（宝暦９年（ 1

７３７）開削）等、多摩の各地が潤（うるお）いました。しかし、市域に分水が開削された

のは、完成より８０年ほど後の元文５年（１７４０）「拝島村分水」が開削。拝島村の飲

料水として、村の北より引き入れ宿場の中を東に流れ、田中村で九ヵ村用水と合流して

います。分水と井戸掘りの技術向上などにより、享保期（１７２０年頃）に入ってから

武蔵野台地も徐々に耕地化されていきましたが、しかし。玉川上水が利用できず、水利

に恵まれない武蔵野台地上の軽い野土（のつち）を中心とした耕地には、粟（あわ）、稗（ひえ）、

大小麦、陸稲（り＜とう）、蕎麦（そば）、芋、菜、荏（え）、大根などが主要作物でこれらのう

ち、大麦、粟は主に農民の食料にあてられ、他は自家消費分を除いて八王子に売られた。

また多摩川沿いも、水田と畑については、「新編武蔵風土記稿」（＊①「宮沢の地名由

来」に記載）文政５年（１８２２）の記録では、水田多＜陸田少ないのは宮沢村だけで、

上川原村は水田なし。また水田、陸田相半ばし、拝島村・築地村。水田少な＜陸田多し、

田中・大神・中神・福島・郷地の５村です。村落の様相は、畑作農家であったのです。
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